
Ｘバンド衛星通信中継機能等の整備・運営事業

平成２９年２月

防衛省Ｘバンド衛星通信整備事業推進グループ

（きらめき２号の打上げについて）



若宮防衛副大臣等による打ち上げ成功の発表
（種子島宇宙センター）

１月２４日（火）１６４４、種子島宇宙センターでの国産Ｈ２Ａロケットによる「きらめき２

号」の打ち上げに成功。現在、衛星は所定の静止軌道位置に到着し、性能確認試験を実施中。

本年３月末を目途に本格運用を開始。

「きらめき２号」打ち上げの様子
（種子島宇宙センター）

○ 防衛通信衛星として、我が国の安全保障上、極めて重要な通信インフラ。

部隊の指揮統制の情報通信に使用し、防衛省が保有・運用する衛星として、全３機体制で整備。

○ 主に以下の点で、能力向上を図る。

①陸海空自衛隊の各部隊間での円滑な通信確保

②より大容量の画像・映像データの伝送を可能とする通信容量の充実

③海外等広域で活動する部隊等への必要十分な通信所要の確保

○ 今後、全３機体制の早期実現を目指す。

１号機（きらめき１号）は、来年３月～９月の打ち上げを予定。

３号機は、平成３２年度末の打ち上げを追求。

きらめき２号の打上げについて
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宇宙基本計画工程表（平成２８年度改訂）参考１



• 自衛隊の衛星通信は、主としてＸ、Ku、Ｌ、Kaの各周波数帯域（バンド）を使用。

• このうちＸバンドは、作戦部隊の指揮統制や作戦情報支援など、部隊行動に関わる重要な通信に使用。

• Ｘバンド衛星通信網を構成する通信衛星３機のうち２機の設計寿命に伴い、後継衛星２機を整備。

• スーパーバードＣ２号機後継衛星（３号機）については、２９年度予算案に計上。

（注）覆域はイメージ。他にＳ帯（衛星電話）及びＣ帯（固定通信）も利用。

Ｌバンド
（インマルサット）

Kuバンド

Ｘバンド

Kaバンド

赤
道
上
空

【Ｌ】Ｘ帯･Ku帯の補完（覆域）

【Ku】X帯の補完（覆域・情報量）

【Ｘ】作戦通信の根幹

Ｌバンド
（インマルサット）

スーパーバードＢ２号機
（⇒きらめき１号）

スーパーバードＤ号機
（⇒きらめき２号）

【Ka】
固定通信の補完等

スーパーバードＣ２号機
（⇒きらめき３号）
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防衛省の衛星通信体系におけるＸバンド衛星通信参考２



中継器等製造 衛星本体製造

地上施設等整備

中継器等：予算額約１４０億円（契約額約６７億円）［平成２３年度～平成２６年度］
管制器材：予算額約 ２０億円（契約額約１８億円）［平成２３年度～平成２５年度］

予算額約１,２２４億円（契約額約１，２２１億円）［平成２４年度～平成４２年度］

２３年度～２６年度

２４年度～２７/２８年度

管制器材の一部

２３年度事業
(海自事業)

２４年度事業
(ＰＦＩ事業)

打上げ・運用等

２７/２８年度～４２年度
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事業の構成（１号機・２号機）

（１号機衛星バス）

（２号機衛星バス）
（２号機用中継器等）

（１号機用中継器等）

（局舎（飯岡・呉）等）

参考３



業務区分 下請負 ２次下請負：（ ）は非応募企業 業務内容等

衛星調達 スカパーＪＳＡＴ

調達管理

日本電気 衛星製造

（三菱重工業／Ariane Space） 衛星打上（相互バックアップ）

地上施設整備
日本電気 バス管制・中継器等管制設備器材、統衛通信ＮＭＳの整備

前田建設工業 局舎の整備

衛星運用 スカパーＪＳＡＴ
運用管理、バス管制

（エム・シー・シー） 中継器等管制

施設維持管理

スカパーＪＳＡＴ バス管制設備器材の維持管理

ＮＴＴコミュニケーションズ 中継器等管制設備器材、統衛通信ＮＭＳの維持管理

前田建設工業 局舎の維持管理

全般管理 スカパーＪＳＡＴ
統括マネジメント、庶務、保険付保支援、技術支援

（エム・シー・シー） 周波数調整支援

防衛省

(株)ディ－・エス・エヌ（ＳＰＣ）

日本電気㈱
（構成員）

前田建設工業㈱
（協力企業）

ＮＴＴｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ㈱
（構成員）

三菱重工業㈱㈱エム・シー・シー ArianeＳpace

事業契約
委託契約

委託契約

委託契約委託契約

再委託契約

出資

出資 出資

スカパーＪＳＡＴ㈱
（代表企業）
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事業の業務分担（１号機・２号機）参考４


